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要 旨 
筆者らは、留学⽣（学習者）の⽇本語学習の動機づけを⾼めるための取り組みとし

て⽇本⽂化体験授業を実践してきた。その授業実践について参加者はどのように受け
⽌めていたのか、実践の効果は年⽉を経ても残るのかを検証するため、留学プログラ
ムの修了⽣5名にアンケート調査と聞き取り調査を⾏なった。その結果、修了⽣たち
は、⾃分たちの⽇本語学習に対する動機づけが⼀貫していること、⽇常⽣活の中でい
かに⾃分の⽇本語能⼒を⾼める⾏動をしてきたかを語り、留学中の⽇本⽂化体験授業
はささほど強い印象を残していないことがわかった。⽂化体験を授業の中で実践する
ことの意義は確認できたが、留学⽣が夢中になって取り組み、その効果が後に残るよ
うにするためには、留学⽣のエンゲージメントを引き出す⼯夫が必要とされるのでは
ないだろうか。

キーワード:  動機づけ、⽂化体験学習、元・留学⽣、振り返り、ナラティブ

1 はじめに 

著者らは、短期交換留学プログラムに参加する留学⽣の⽇本語学習に対する動機づけを促進
する⽇本語授業カリキュラムの構築を⽬指し、授業の中で⾏う⽇本⽂化体験学習の効果の検証
と、授業を実践する教師や、授業の⼈的リソースである⽂化の担い⼿への聞き取り調査を⾏な
ってきた。その中で、教師には授業の課題として⽂化を扱うことに葛藤がある（森川 2022b ）
⼀⽅で、⽂化の担い⼿たちには⽂化の伝達に関して⾮常に前向きであり、意義について強い確
信を持っていることが明らかになった（森川 2022a、森川 2023）。 
それでは、授業のもっとも肝⼼な参加者である留学⽣は、⽂化体験活動についてどのように
認識しているのであろうか。⽂化体験学習直後には活動についての感想を問うアンケート調査
を毎回⾏なっているが、それに対しては⼤半の留学⽣がポジティブな回答を寄せる。しかし、
活動中の参与観察から、積極的な参加態度が⾒られない留学⽣も存在することが確認されてい
る（森川 2021）。つまり、当事者意識に縛られている⽴場では、「本⾳」の感想が述べられてい
ない可能性も考えられる。そこで、短期交換留学プログラムを終えてしばらく年数の経つ修了
⽣（以下、元・留学⽣と呼ぶ）5名に調査の協⼒を要請し、聞き取り調査を⾏うことにした。 
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その結果、彼らの記憶の中で⽂化体験学習の記憶はそれほど⼼に響いたものとして残っては
いないことが確認できた。逆に、彼らが留学中の記憶として⽣き⽣きと語ったのは、彼らが普
段の⽣活の場でどのように⼈と交流し困難を切り抜けつつ⽇本語能⼒を磨いてきたかという
「⾃分が主役のストーリー」であった。 
以上の事実をどのように解釈して捉えたら良いのであろうか。留学中の記憶として強い印象
が残らないのであれば、⽂化体験学習はする必要がなかったのか。本稿において今⼀度、短期
交換留学⽣にとっての⽂化体験学習の意義と役割、実践のあり⽅などについて再検討する。 

2 先⾏研究 

2.1   ⽂化体験学習の実践 
⽂化体験学習といえば、かつては 3F(Food, Fashion, Festival)と⾔われ、ただ楽しいだけのリク
リエーションに過ぎないと思われてきた。しかし、⻘⽊・脇坂・⼩林（2013）や清⽔（2016）
のような CLIL 理論に基づいた授業実践が報告され、本格的な学習活動としても知られるよう
になった。

コロナ禍対応のオンライン授業が隆盛した頃には、⽶本・濵⽥・⾼井・⽔野・加村・⻑⾕川・
葛⻄・北川（2021）がオンライン伝統芸能「紙切り」を体験する４つの活動実践を報告してい
る。 
本稿の筆者らも⾃分のフィールドで実践を積み重ねている。筆者らは甲南⼤学の短期交換留
学プログラムにおける⽇本語授業の⼀環として、能や現代短歌のワークショップを⾏い、その
実践における参与観察や参加した留学⽣からの実践後のフィードバックの分析、留学⽣からの
聞き取り調査を⾏った。⾕川(2020)は、留学⽣たちが⽂化体験授業について、いい意味での break
として捉え、⽂化論を築き、間違いや失敗を恐れず安⼼して新しい⽂化にチャレンジできる機
会を提供するものとして期待していることを明らかにした。森川(2021)は、留学⽣向けの能の
ワークショップの実践と留学⽣たちからのフィードバックを分析し、ワークショップの場で新
しい⽂化に出会った彼らが⼀旦それまで持っていた先⼊観を壊し、新しい⽂化と⾃分との関係
を結んでいくプロセスを明らかにした。また、その後のコロナ渦中、⾕川(2022)は、⽇本国内と
国外の⼤学をつなぐオンライン交流プログラムを実践し、「⾃⼰紹介」「⽂化にまつわるテーマ」
「⼩グループでのインターアクション」が参加者の⽇本語学習の動機づけを促進する要因とな
ることを明らかにした。以上の研究結果から、本稿の著者らは⽂化を体験する活動は普段の教
科書学習とは様相や性質が⼤きく異なるが、学習者に学習動機を与えたり、動機づけを促進す
るなど、⽇本語学習を継続させる活⼒となるものであるので、⼀定期間の留学プログラムの節
⽬ごとにこのような活動を仕掛けることが望ましいというスタンスでカリキュラムや授業の設
計に取り組んでいる。

2.2 留学期間中の動機づけ 
筆者らがカリキュラムの設計に当たって最も関⼼を寄せていたのは、留学⽣の⽇本語学習に
対する動機づけである。留学期間中、誰しもさまざまな理由によって動機づけは変化する。中
には何らかの理由からすっかり動機づけを失ってしまうような極端な事例も発⽣する。数ヶ⽉
から⼀年未満という短期間の留学中、動機づけに多少の変動はあったとしても、できるだけい
い状態が⻑く保たれていた⽅が学習上好ましいと考えられるため、どんな条件や理由によって
留学⽣の動機づけが変化するか、また、どのように変化するのかをカリキュラム設計の上で考
慮する必要がある。 
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当プログラムと似た、⽇本で短期間（1年以内）滞在する短期交換留学⽣の動機づけの変化
に関する先⾏研究としては原⽥(2009)、森本(2017)、野畑(2020)、野畑(2021)がある。 

原⽥（2009）は、短期交換留学プログラムに留学する欧⽶系留学⽣を対象に質問紙調査と質
的調査を⾏った。9ヶ⽉間の留学期間のうちの留学開始後1ヶ⽉ごろの時点とそれから約半年後
の時期に調査を⾏い、彼らの動機づけがどのように変化したかを調査したものである。その結
果、彼らには半年間で、1）学習意欲の深化、2）⽬標の具体化、3）内⾯の成⻑があるという
質的変化が⾒られ、⽇本語学習に関する動機づけに関しては⾃⼰決定度の低い外発的動機づけ
が減り、⾃⼰決定度の⾼い内発的動機づけが⾼まるということが明らかにされた。 
森本(2016)は、⽇本に1年間留学するイギリス⼈学⽣を対象に、Dörnyei(2009)が提唱するL2 

Motivation Self System (L2MSS)におけるSelf（⾃⼰）の概念を⽤いた研究である。ここでは、
このL2MSS理論を⽤いて⽇本留学中の留学⽣の動機づけが⼤きく変化した⼆⼈の学⽣につい
て、留学当初は明確な「理想L2⾃⼰」を持っていなかったが、留学中の⼈との交流や⽇本⽂
化への関⼼、成功体験などの刺激により、「理想L2⾃⼰」が形成され⽇本語学習への意欲が⾼
まったケースと、対照的に、留学当初は「理想L2⾃⼰」「義務L2⾃⼰」がはっきりあったにも
かかわらず、否定的な学習および⽣活経験、⽂化に対する違和感、⽇本語学習への無気⼒感等
が重なり、動機づけが頓挫したケースが報告された。 

野畑(2020)は、Willingness to communicate「第2⾔語を使って他者とコミュニケートする意
思」(WTC)が約10ヶ⽉間の留学期間中にどのように変化するか、⽇本語上級レベル留学⽣2名
を対象に、留学期間の半ば（5ヶ⽉⽬）と帰国直前（10ヶ⽉⽬）での調査を⾏い、不安やWTC
が環境要因などに影響されることを報告している。これに続く野畑(2021)では、学習動機の変
化とWTCの変化の要因とその関連性について、5名の⽇本語上級レベルの短期交換留学⽣を対
象に、アンケート調査、質的調査に加えて学習動機とWTCについて⾃⾝で折れ線グラフを描
画してもらうという⼿法をとって分析している。学習動機は休暇、学期始め、JLPTの時期に
変化し、WTCは留学先での体験、⽇本語学習環境、他者とのコミュニケーションの体験によ
り影響を受けると報告されている。 
以上の先⾏研究の結果から、留学⽣の動機づけに影響を与える要因として、「⼈との交流」
「⽂化」「⽣活環境」をいかに体験するかという3つの要素が抽出できる。そして、この3要素
を⽇本語コースの授業活動として取り込み、留学⽣の動機づけに刺激を与える仕組みとして機
能するように設計したものが3章表1に⽰す⽇本語コースのカリキュラムである。 
 

3 ⽇本語コースの概観 

次に、著者らが研究の対象としている短期交換留学プログラムの⽇本語コースについて概観
しておく。 

このプログラムは甲南⼤学がホスト校となり、欧⽶諸国（アメリカ、カナダ、イギリス、フ
ランス、ドイツ、オーストラリア）の提携⼤学からの短期交換留学⽣を年 30〜40名の規模で受
け⼊れているものである。⽇本語コースにはレベルⅠ（初級）からレベルⅤ（上級）までの５レ
ベルが設定されている。年度は 9 ⽉始まりであり、9 ⽉から 12 ⽉までの秋学期はレベルⅠからレ
ベルⅣ（中上級）、1 ⽉から 5 ⽉までの春学期はレベルⅡ（初中級）からレベルⅤ（上級）が開講
される。各学期 15週程度、総授業時間 50分×185 時限のインテンシブコースである。コース
の特徴としてホスト校のリソースを活⽤した⼈的交流および⽂化体験を授業カリキュラムの中
に取り⼊れていることが挙げられる。具体的には次の 3つのカテゴリーに分類できる活動を実
践している（実際に 2023〜2024年度に実践しているものである）。 
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①在学⽣授業サポーター「まなとも」との交流活動の実践 
②伝統⽂化体験学習の実践（能楽ワークショップ、神社訪問、現代短歌創作） 
③研修旅⾏（秋学期：⾼野⼭、春学期：広島）の実践 
 

①は学期が始まって留学⽣のクラス配属が落ち着いたタイミングで始め、③の留学⽣全員が
参加する宿泊旅⾏を各学期の折り返し点に設定する。②は、特に春学期、⽇本⼈学⽣がキャン
パスから少なくなる 2 ⽉ 3 ⽉に留学⽣全体で楽しむ活動として設定する。②と③の実践を通し
て、留学⽣たちは現地・現場で⽣きたオーセンティックな⽂化財（⽂化⼈材や芸術作品、活動）
に接触することになる。第 4 ヶ⽉⽬はまとめと振り返りの段階である。カリキュラムの全体像
を表１として⽰す。 

 

表１ ⽇本語コースでの学び 全体の流れ 

 第１ヶ⽉⽬ 第２ヶ⽉⽬ 第３ヶ⽉⽬ 第４ヶ⽉⽬ 
教科書学習     

在学⽣との交流  
 ①まなとも活動   

⽂
化
体
験
活
動 

秋
学
期 

  ③⾼野⼭旅⾏ 
②短歌創作 

 

 

春
学
期 

 

 
②能楽 WS 
②神社訪問 

③広島旅⾏ 
②短歌創作 

 

 

この流れは、従来、留学プログラムのリクリエーションと思い出づくりが⽬的であった複数
の⾏事・イベントを改善し、⽇本語学習に有効な活動のカリキュラム化を⽬指して組み直した
ものである。このカリキュラムの中で、留学⽣たちの内⾯に、⼈との交流体験や⽂化体験から
異⽂化に対する気づきや興味が芽⽣え、それが刺激となって学習への動機づけがますます⾼ま
り、さらなる学習継続へと発展するという動きが⽣まれることを企図している。数度にわたる
改善の結果、2023〜2024年度現在では表１の形に落ち着いているが、今後もカリキュラムを取
り巻く状況や留学⽣の⼈数、性向などによってさらに改善が加えられていくだろう。 

 

4 研究の⽬的と⽅法 

最初にも述べたが、本研究の関⼼は、著者らが実践と改善改良を重ね構築したカリキュラム
が、著者らの⾒込み通りに留学⽣の動機づけの刺激となっているのかというところにあった。
このプログラムでは各学期の授業評価は⾔うまでもなく、⽂化体験の活動直後に留学⽣たちに
毎回アンケートを⾏い、⾃由記述による評価を得ている。そこでの留学⽣からの評価は概ね⾼
い。例えば、以下の図１は 2023年 2 ⽉に実践した⽇本⽂化体験ワークショップ「能」について
のアンケート調査の結果の⼀部である。参加者 40名のうち回答者は 35名であったが、ワーク
ショップ直後の時点では、多数の留学⽣が好ましい印象を抱いたと回答している。 

 

クラスへ
の配属・
定着 

まとめの
活動 
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図 1  「能」ワークショップ直後の感想（35/40名、回答率 87.5%） 
 
問題は、この時点で受けた刺激が⽇本語学習への動機づけを維持ないし促進する効果を発揮
したのか、また、その効果はいつまで続いたのかである。 
これらについて明らかにするため、著者らはプログラムを修了してからしばらく年数の経っ
た元・留学⽣ 5名に調査協⼒を依頼することにした。 

インタビュー調査に先駆けて、予備調査として Dörnyei &Taguchi(2010:149-187)を筆者らが元・
留学⽣向けに翻案して作成したアンケート調査を⾏った。その質問項⽬分類は以下の通りであ
る。質問⽂は⽇本語で記述した。留学当時を振り返り、その時の⾃分はどうだったかを回答し
てもらった。 

 
(1)彼らの⽇本語・⽇本⽂化・学習についての価値観や信念（6 件法で 35項⽬） 
(2)スキル別⽇本語能⼒に関する⾃⼰評価（5 件法で 9項⽬） 
(3)留学中の⽇本語授業やその他の科⽬、および⽣活の中での社会・⽂化体験（⾃由記述式回
答で 6項⽬） 

  
また、インタビュー時の時間節約と調査協⼒者の⼼理的負担軽減を⽬的として、インタビュ
ーは半構造化インタビューの形式をとることにし、協⼒者にあらかじめ⽇本語で作成したイン
タビューガイドを送った上で、それに基づいて質問をした。インタビューガイドで予告した質
問項⽬は次のとおりである。 

 
(1) ⽇本留学の⽬的は何でしたか。 
(2) 留学中、あなたは何から⼀番⽇本語を学ぶことができていたと思いますか。 
(3) 授業で学ぶことと⽣活の中で学ぶことにはどんな違いがあると思いますか。 
(4) ⽇本の⽂化で好きなものは何ですか。それによって、あなたは⽇本語学習への意欲が刺

激されていると思いますか。（⽂化的な活動、プログラムでやったことや授業でやった
ことなど） 

(5)  ⽇本語の勉強を学校で、そして、学校を卒業した後も、続けていく上で⼤切なことはど
んなことだと思いますか。あなた⾃⾝が何かしていることがあれば教えてください。 

(6) あなたは留学中、常に⽇本語の勉強に関してやる気満々でしたか。どんなことがあなた
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の動機づけを後押ししていたのですか。 
(7) 留学中に⽇本語の勉強についてやる気がなくなる時を経験したことがあれば、そのこと
について教えてください。 

 

5 調査の実施と結果 

5.1  調査協⼒者のプロフィールとインタビューデータ 
著者らは、コロナ禍以前に留学プログラムを修了し、本研究の調査時に⽇本に在住またはと
渡⽇していた 5名の元・留学⽣とコンタクトをとり、研究参加を呼びかけた。その 5名のプロ
フィールを表 2に⽰す。なお、表⽰名は仮名である。 

 
表 2調査協⼒者のプロフィール 

 国 調査時の 
年齢 

留学年度 調査時の状況 会話⼒／JLPT 
上段：留学後半 
下段：現在 

1)マリー 仏 20 代後半 2015ー2016 ⽇本在住（結婚） 中級の中／N4 
上級の下／N2 

2)ジョシュア ⽶ 20 代前半 2018-2019 ⽶国在住（旅⾏の
ため訪⽇中） 

上級の中／N2 
超級／N1 

3)アン 中→
⽶ 

20 代前半 2018-2019 ⽇本在住（2度⽬
の留学中） 

上級の下／N2 
上級の上／N1 

4)トーマ 仏 20 代前半 2018-2019 ⽇本在住（⼤学院
在学） 

中級の中／N4 
上級の上／不明 

5)サラ 英 20 代前半 2019-2020 ⽇本在住（就職） 上級の上／N2 
超級／N1 

 
5 名は、プログラムを終えた後も機会のあるたびに甲南⼤学を再訪してくれるなどから、⾃
分たちの修了した留学プログラムに強い思い⼊れを持っていると思われる。著者らとも SNSで
連絡をとり続けていた間柄であったため、「留学時代のことについて話を聞かせてほしい」とい
う依頼を快く承諾してくれた。彼らには、この調査協⼒はあくまでも任意のものであり、彼ら
の意思によっていつでも中断できることや、彼らのプライバシーは守られ、権利は保障されて
いることを伝えている。 
調査は 2022年 11 ⽉から 2023年 1 ⽉の間に⾏った。まだ、新型コロナウィルス感染症が 5類
に移⾏される前ということもあり、調査はオンラインで⾏うことにした。まず、予備調査とな
るアンケート調査をグーグルフォームを⽤いて⾏い、次に、インタビュー調査を Zoomを⽤い
て⾏った。彼らと著者らは常に⽇本語でコミュニケーションを取っているため、インタビュー
調査も⽇本語を⽤いた。インタビュー調査は調査協⼒者の了承を得た上で記録のために録画・
録⾳をし、その後、⼿作業で⽂字起こしを⾏った。インタビュー調査に関しては、4)のトーマ
を除く 4名に対して⾏われた。以下にインタビューデータを⽰す。 
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表 3 インタビューデータ 
インタビュー実施時期 データの⻑さ

1)マリー 2022年 11 ⽉ 57分 
2)ジョシュア 2022年 12 ⽉ 56分 
3)アン 2023年 1 ⽉ 56分 
5)サラ 2023年 1 ⽉ 71分 

5.2 アンケート調査の結果 
5.2.1 動機づけの種類 

表 4 は、5 名の元・留学⽣の回答の⼀部を、ごく単純に、内発的動機づけか外発的動機づけ
（道具的動機づけ）かで分類し、レーティングの分布を⽐較してみたものである。 

表 4 内発的動機づけ／外発的動機づけ 
レーティング

質問⽂ 1 2 3 4 5 6 

内
発
的
動
機
づ
け 

留学中、私は⽇本語が話されているのを聞くとわくわくして
いた。 

1 4 

留学中、私は異⽂化の価値観や習慣にとても関⼼があった。 1 2 2 
もっと努⼒すると⽇本語を確実に⾝に着けられると思ってい
た。 

1 1 3 

将来、⽇本に住み、⽇本語で会話している⾃分を想像するこ
とができた。 

1 1 3 

このまま勉強を続ければ、たいていの⽇本語の⽂章を読め、
理解できるようになるだろうと思っていた。 

1 2 2 

⽇本語と⾃分の第⼀⾔語との違いは⾯⽩いと思っていた。 3 2 
外
発
的
動
機
づ
け 

⽇本語の勉強をしておくといつかよい仕事を得るために役⽴
つと思うので、⽇本語の勉強は⼤切だと思っていた。 

2 1 1 1 

⽇本語の単位を取らないと卒業できないので、⽇本語の勉強
をしなければならないと思っていた。

4 1 

⾃分の周囲の⼈（家族など）が⽇本語の勉強は⼤切だと思っ
ていたので、私も⽇本語の勉強をした。 

2 1 1 1 

将来、昇進のために⽇本語⼒は必要となるので、⽇本語の勉
強は⼤切だと思っていた。 

1 1 2 1 

⽇本語の授業で悪い成績をとりたくないので、⽇本語の勉強
をしなければならないと思っていた。 

1 1 1 1 1 

勉強や仕事等で⽇本に⻑期間滞在したいと思っていたので、
⽇本語を勉強しておくのは⼤切だと思っていた 

1 1 2 1 

⽇本語ができれば⽇本国内の旅⾏が楽しめるので⽇本語の勉
強をしようと思った。 

1 1 2 1 

表 4から、元・留学⽣たちの留学当時の内発的動機づけは⾼い⽅に偏っているが、外発的動
機づけに関しては、卒業単位の項⽬を除けばまんべんなく散らばっていることが⾒て取れる。
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つまり、⼈によって項⽬による違いはあるが、外発的動機づけ（道具的動機づけ）が全くない
わけではない。現実的に社会の中で「うまくやっていく」⼿段としての⽇本語学習の価値を認
め、その動機づけも程よく持っていたと⾔えるだろう。 

5.2.2 動機づけの変動 
著者らが進めてきた研究プロジェクトは、「留学中の留学⽣の動機づけは上下に変動するの
が普通であり、動機づけが下がる（上がらない）ことは留学⽣本⼈にとっても好ましくない状
況であるからカリキュラム上で動機づけを上向ける⼯夫をする必要がある」ということが前提
となるものである。実際、どの留学⽣も留学期間中、常に調⼦が⼀定であるということはない。
勉強に⾝が⼊らず宿題を提出しなくなる程度から勉強を投げ出してしまう例までさまざまだが、
動機づけが⼀定ということはあり得ないと認識している。 
しかし、元・留学⽣たちは「プログラム期間中、常に⽇本語の勉強に対して意欲満々だった」
という項⽬に対して、6 件法で 4名が「6」、1名が「5」と、全員が強い肯定の意を⽰した。似
たような項⽬で、「留学中は、⼀⽣懸命⽇本語を勉強していた」にも 2名が「6」、3名が「5」と
回答した。本⼈たちの主観の中では、留学期間中、常にやる気満々で⽇本語学習に熱⼼だった
⾃⼰像があるようだが、それは当時から変わっていないのか、時間をおいて記憶の中で変化し
たのかは⾒極めがつかない。 

5.2.3 ⽂化体験学習の記憶 
「⽇本語の授業の中で⾏った⽂化体験授業の中で今でも覚えているものは何ですか」という

質問に対し、サラだけは「茶道・紙芝居・能楽・盆踊り・短歌」と項⽬を挙げたが、マリー、
ジョシュア、アンの 3名は研修旅⾏や校外学習で、特に⽅⾔調査、店員さんへのインタビュー
が記憶に残っていると答えた。次に、「このような体験学習によって、あなたの⽇本語学習に対
する気持ちは変わりましたか」という質問に対しては、アンだけが「相⼿のインタビューの答
えを全部理解できるようになるまでは、⽇本語を更に頑張らなければならないと思っていた。」
と積極的な回答をしたが、ジョシュアは「さらに興味深くなったかもしれません」という回答、
マリーとサラは「変化なし」と答えた。
では、⽂化体験のような活動は別になくてもいいのであろうか。この質問に対して、マリー、
ジョシュア、アン、サラは「あったほうがいい」と回答した。理由は、「⽂化体験学習のおかげ
で、⽇本語の授業は内容がより豊富だった→より印象深くなった（脳で学習するだけでなく、
「五感・体で体験できる」ため）」とサラが詳細に記述しているように、授業内容を充実させる
という効果が学習者⽬線にとっても⾼く評価できるということにあるようである。 

5.3  インタビュー調査の結果 
予備調査としてのアンケート調査の結果から、元・留学⽣の認識として、(1)留学期間中の動
機づけは⼀貫して⾼かった、(2)授業で⾏った⽂化体験が特に動機づけを強めるような効果を果
たしていなかったという 2 点が明らかになった。これらは著者らの⾒込みとは異なるものであ
った。そこで、インタビュー時には(1)(2)の点について詳細を聞き出せるように誘導した。以下、 
元・留学⽣⼀⼈⼀⼈の語りを要約して⽰し、(1)(2)についての⾔及部分を下線で⽰す。語り部分
は太字ゴシックで⽰す。さらに、その語りから考察できることを記述する。 

5.3.1 マリー 
＜マリーの語り（要約）＞ 
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留学中はホストファミリーのお⺟さんと⼆⼈で毎⽇たくさん話した。会話の中で、授業で
学んだことをもう⼀回練習した。お⺟さんを通じて趣味の会の年配の婦⼈達とも交流した。
⽇本語はとにかく繰り返し練習するしかない。私はマンガをたくさん読んだ。漢字の興味が
あったから書道もした。勉強頑張りすぎて病気になったこともあった。その時はやる気が出
せなかったけれど、(1)私はいつもやる気まんまんだった。クラスの他の⼈に影響されたりす
ることなかった。(2)研修旅⾏のことを覚えているのは、住⺠へのアンケート調査の活動で失
敗しちゃったから。知らない⽇本⼈に話すのは怖い。でも、できたら嬉しい。もっと続けた
くなる。⾃分からはできないけれど、せっかく⽇本に来ているのに⽇本⼈との接触が少なか
ったら残念。だから、授業でできたらいいと思う。 

 来⽇当初、マリーの⽇本語能⼒は初中級レベルから中級に⼊る程度であった。会話⼒が⾜り
ないというだけでなく、発⾳が不明瞭な段階であった。内向的なタイプだが、勉強熱⼼で、教
室では前列の教師に近い位置に座って勉強していた。元々絵を描くことが趣味ということもあ
り、書道に興味を⽰して、週に⼀度、放課後に書道クラブで好きな字を書いて練習していた。
そのように、真⾯⽬⼀辺倒なあまり過労のためドクターストップがかかったこともあった。 

研修旅⾏云々の話は、研修旅⾏の課題として、地域の⽇本⼈に声をかけて会話をすることが
課せられていたために起こった出来事であった。マリーは真⾯⽬にその課題に挑戦したのだが、
発⾳の不明瞭さが災いして声をかけた相⼿から冷たくあしらわれてしまった。著者（森川）も
その現場に居合わせていたのだが、マリーにとっては⾟い経験であったと思う。しかし、逆に
マリーは、「授業だからこそ、怖い経験にでもチャレンジするように肩を押してもらえた」と、
その課題に教育的価値を認めている。だが、研修旅⾏のインタビュー課題以外に⾏ったはずの
⽂化体験学習は、マリーの記憶にはとどまっていなかった。

5.3.2 ジョシュア 
＜ジョシュアの語り（要約）＞ 
留学中は⾃分の趣味（サッカー、軽⾳）に関連する学内のコミュニティーに⼊り込んで友

達を作ることに集中した。その中で今まで習ってきた⽇本語とは違う⽤語や話し⽅、⽅⾔を
ずいぶん吸収したと思う。⾃国では陰キャラだったが、⽇本では「⾃分が特別である環境」
に⾃分を投げ込んで、遠慮することなく⾃分を出せた。⼤学に⼊る前から⽇本語を授業で習
った経験が⻑く、留学中も⽇本語の授業が安⼼できる場所で余計な⼈間関係に悩まされるこ
となく勉強に集中できた。(1)⼈間関係が原因で精神的に凹み、⽇本語学習のモチベーション
が下がったことはある。でも、回復するのは時間の問題だった。(2)僕が⽇本の⽂化の中で好
きなのは⽇本⼈の態度や考え⽅で、⾃国の⼈に⽐べて僕⾃⾝を出すことができ、気軽に話せ
る。⾊々なメディアも好きだが、それを⾯⽩くしてくれるのは、⼀緒に話してくれる⽇本⼈
だ。 

早期教育で⽇本語を学んだ経験を持つ天才肌のジョシュアは、来⽇当初からほぼ超級の会話
⼒を持っていた。繊細で臆病な⼀⾯も持っていた彼だが、趣味のスポーツと⾳楽を武器に⽇本
⼈学⽣のコミュニティーに参加した。外国⼈は⾃分⼀⼈という環境が逆に彼の⾃⼰を解放する
ことになり、⾃由な⾃⼰表出につながったようだ。彼にとって⽇本の⽂化とは、⾃分の精神に
⾃由を与えてくれる、コミュニティーに流れている空気のようなものではないだろうか。決ま
った形のある何かではなく、彼の精神を解放し彼の精神を受け⽌める「⼈々」を彼は「⽂化」
と認識している。それだけ「⼈」に重きをおいている彼ゆえに、⼈間関係におけるトラブルは
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動機づけを低める要因ともなっていたようだが、それも決定的なものにはなり得ないと彼は思
っていたようだ。 

インタビュー時、⽇本語授業の中で能楽や短歌などのワークショップをしたことについて尋
ねてみると、「あ、そんなこともしましたっけね」という反応であった。しかし、「僕はあんま
り覚えていないけど、他の⼈で興味のある⼈がいるかもしれません。そういう⼈にとっては役
に⽴つので、授業の中で（⽂化体験を）やった⽅がいいと思います」と寛容な⾒⽅を⽰した。   
彼の「教室」という空間についての認識の仕⽅もユニークである。もはや教室授業で新しい
情報を得ることはないほどの能⼒を持っているにも関わらず、「安⼼して居られる場所」として
の教室空間を彼は必要としていたようである。そこで⾏われていた学習活動を、彼は⼀歩引い
た⽬で⾒ていたと思う。同様に⽂化体験学習についても俯瞰し、「他の⼈にはこんな⽂化体験の
試みも必要かも」と広い視野を持って寛容に受け⽌めていたのではないだろうか。 

5.3.3 アン 
＜アンの語り（要約）＞ 

⽇本で楽しい留学⽣活を経験したかった。正直、遊びたい気持ちと勉強したい気持ちが五
分五分だった。⽇本語の勉強には毎⽇の授業は⽋かせず、あとは⽇本⼈学⽣と容易く接触で
きる環境。⽇本⼈との会話の中で習ったことを試してみて、正しいかどうかフィードバック
をもらうと頭に⼊れやすい。そんなフィードバックをもらえる関係を⾃分から作る。役所な
ど⽣活の特殊な場⾯で⽇本語が通じなくて苦労したこともある。それは授業でやった⽅がい
いかも。⼤学の和太⿎クラブや茶道部、研修旅⾏でお坊さんと話した。何⾔っているのか分
からなくても会話をして交流するだけでよかったし、私の⽇本語はまだまだと思ったことが
刺激になった。(1)留学中は 80%かもしれないけれどいつもやる気満々だった。⼈間関係の
上で友達と距離感があった時だけ勉強にもちょっと影響があったが、⾃分の⾒⽅を変えて乗
り切った。⽇本語の成績が伸び悩んだ時も落ち込んだが、先⽣の優しさに応えようと思って
頑張れた。(2)能楽の体験のことは覚えているが、あんまり興味がなかった。声優になりたい
という夢をまだ完全には諦めていないので、今も⽇本語で作品を作っている。 

10 代の初めに⽶国へ移住したアンにとって、⽇本語は英語の次に⾃分で獲得する⾔語である。
社交的で明るく、あれもこれもと何にでも挑戦して⾃分の希望を着々と実現していくアンは、
⽇本での留学期間中も、「会話練習をさせてもらえる⼈間関係の輪」を⾃⼒で形成した。好きな
こと、やりたいことがはっきりしているアンにとって、⽂化体験授業の中にも好みの活動と、
好みではない活動があった。授業でやらされることであっても⾃分好みの要素（＝⼈との交流
と会話）が含まれていると、アンは⼤いにその機会を活⽤した。ある意味、アンは⾃分に合っ
た⽅法で計画を⽴て学習を継続していける⾃律した学習者と⾔えるかもしれない。アンの語り
ぶりは⽣き⽣きと楽しそうで、⾃信にも溢れていた。 

5.3.4 サラ 
＜サラの語り（要約）＞ 
将来⽇本に住みたいという夢があったので、留学はそのための⼤事なステップ。⾃分の⽂

化にはない⽇本の伝統⽂化に憧れていた。毎⽇会話して緊密な関係を結んだホストファミリ
ーをはじめ、⽇本で出会った⼈たち全てがいる⽇本は私のもう⼀つの家みたいなところにな
った。授業で学ぶことと⽣活の中で学ぶことの間に⼤差はない。⾃分で体験することで頭に
残る。体験して主体的に調べるとか。(2)授業の⽂化体験は受⾝的な体験だけれど印象深い。
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茶道が趣味でそれが⽇本語学習につながっているわけではないが、⽇本全体のことを知りた
いという興味、憧れを促してくれる。⼈に出会うだけで⼗分刺激になる。(1)⽇本語を続ける
ことは私にとっては努⼒ではない。⾃然に、知らない⾔葉があったら悔しいので調べる。好
きだからだ。海外にいても⽇本語を⽣活の中で使うようにしている。やる気が下がったとい
うことはない。留学中も。⼤学卒業間際、あまりにも卒業論⽂が⼤変で燃え尽き、卒業後の
⼀時期だけ休憩モードに⼊っていたが、それも回復した。 

 多⾔語話者のサラにとって、⽇本の伝統的な⽂化は特別に⼼惹かれるものであるらしい。授
業での⽂化体験学習は受動的な体験であるが、サラはその中からも⾃分にとってプラスになる
ものを吸収する。穏やかな⼈柄ながら、どんなことからも吸収しようとするサラの貪欲さは、
先に述べたアンのそれと変わらない。「⽇本語を続けることは私にとっては努⼒ではない」とサ
ラは⾔う。それが⾃分の最も⾃然な姿であるとサラは⾃⼰認識しているようである。

理知的で、対話する相⼿の意図を先に汲み取ってしまうようなところのあるサラは、教師が
授業や⽂化体験学習を作り込む際の意図も推察していたのか、教師の気持ちを慮りながらイン
タビューに応じてくれているのではないかと思われる節があった。「授業の⽂化体験は受⾝的
な体験だけど印象深い。茶道が趣味でそれが⽇本語学習につながっているわけではないが……」
にように、物事を多⾓的に評価し価値を⾒出そうとするところがサラの語りにはあった。 

5.3.4   元・留学⽣の語りから⾒直す「動機づけ」と「⽂化体験学習」の意義 
4名の元留学⽣の語りを(1)動機づけ(2)⽂化体験学習の意義に分けてまとめておく。 
まず、(1)について、動機づけの変動は誰しも経験するものであるが、マリー、ジョシュ 
ア、アン、サラの4名については、⽇本語学習に対する動機づけは少々のことでは揺るがない
という回答を得た。彼らは⾃⾝の学習動機の変動をメタ認知できているため、教師をはじめと
する他者による動機づけの働きかけを特に必要としていないのかもしれない。
ただ、マリー、アン、サラのように⽂化体験の活動の中で動機づけが促され、何かを吸収
し学んでゆくことがあって、それが(2)につながる。サラが「⼈に出会うだけで⼗分刺激にな
る」といい、アンが「何⾔っているのか分からなくても会話をして交流するだけでよかった
し、私の⽇本語はまだまだと思ったことが刺激になった」と⾔っているように、「⼈との出
会い」、「会話」、「交流」の要素を含んだ活動が留学⽣にとっていろいろなことが吸収で
きる、意義ある学びの機会なのである。細川(2022)が「⽂化」は「ことばによって表される
個⼈の価値観の総体」であると述べるように(p.25)、ここで「⼈との出会い」の「⼈」を
「⽂化」という⾔葉に置き換えて考えることができるだろう。その「⼈」が⽂化の担い⼿で
あれば、その「⼈との出会い」は「⽂化との出会い」である。そして、「知らない⼈との出
会い」は「異⽂化との出会い」である。そのように、⽂化というものを幅広く考えて「⽂化
体験」プログラムを実践していけば良いのではないか。 
また、マリーが語っているように、「知らない⽇本⼈と話すのは怖い」ものであるが、そ
の怖気付く留学⽣の肩をそっと押してあげられるのが授業であり、カリキュラムであり、教
師である。「知らない⼈と話す」授業＝「未知の⽂化に出会う」授業と考えれば、⽂化体験
を授業の中で実践する意義を認めることができるだろう。したがって、短期交換留学プログ
ラムにおいて⽂化体験授業をするかしないかの2択問題を考えるなら、「する」⽅を選ぶこ
とで留学⽣が得られるものも少なくないと⾔えるだろう。
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6 今後の課題 

本稿での結論としては、⽂化体験学習の存在意義をやや消極的に認める形となった。今回、
どうしても積極的、全⾯的に意義を認めることができなかったのは、元・留学⽣たちが⽂化体
験の記憶については控えめのトーンで語っていたこと、そして対照的に⾃信を持って⽣き⽣き
と語っていたことがあったという事実を無視することができなかったからである。 
その最もわかりやすい例としてアンをあげる。下のナラティブは、アンが⽂化体験（能楽）
について語っているところである。 

 
インタビュアー： YIJプログラムの時に、⽂化の体験って、さっきもお話の中にあったんで

すけど、例えば能楽の経験したことって覚えてます？  
アン：覚えてます。能楽の⽇本語はまた別の話です。能楽の⽇本語を、全然、全く分かりま

せんでした。その中で、＜不明＞イントネーションも、普通の⽇常的な⽇本語とも全
然違うと思いました。それは、能楽に対して授業で学んだこともありました、能楽っ
ていうのはどんなことか、⽇本語の授業で学んだという記憶もありましたが、実際の
能楽を⾒て、私的にはあんまり興味なかったかもしれません。他の⼈は違ったかもし
れない。私的には、まあまあのような感じ。 

 
このナラティブから、アンが能楽の⽇本語について、知的に理解し、それを記憶に留めてい
ることがわかる。しかし、好き嫌いのレベルで能楽について「私的にはあんまり興味なかった
かもしれません」「私的には、まあまあのような感じ」という感想しか持っていなかった。した
がって、好きではない能楽の⽂化体験に関しては、アンの、いわゆる「エンゲージメント」は
低くなると考えて良いのではないか。 
「エンゲージメント」は近年、第 2 ⾔語教育の分野でも急速に研究が盛んになってきている

概念である。⼩林(2023:42)は、「エンゲージメントに関する研究は多くの分野で⾏われており
様々な定義があるが、第⼆⾔語教育の分野では「ある活動に積極的に参加すること（active 
participation）、あるいは特定の⾏動に関与すること(involvement)」（マーサー・ドルニェイ, 
2020/2022 , p.12）と定義されている」と述べている。 
アンの場合、⽇本語学習全般に対する動機づけは⼀貫してあったが、様々な学習活動の中で
も能のワークショップにはさほどエンゲージできなかった。これは興味関⼼の問題からであろ
う。逆に彼⼥が 100%エンゲージしていたのは、⽇常⽣活の中で⽇本語能⼒を磨くように⾃律的
に⾏動していくアン個⼈の「武者修⾏」である。アンが⽇本語勉強法について語るナラティブ
を以下に引⽤する。 

 
インタビュアー：授業で学べることと、⽣活の中で学べることには、どんな違いがあると思
いますか？ 

アン：授業で学ぶことと⽣活の中で学ぶことは、相互作⽤があると思います。授業では、単
語や⽂法、や⾃分が知らない⽇本語の知識、⽂型を勉強できる⼀⽅、⽣活の中では、⽇本
⼈の間よく使う、⼝語的な話し⽅、を勉強できると思います。⾃分で話すときあまり使っ
たことのない⽇本語、単語とか⽂法、で、授業で学んで、⽣活の中ではそれをちょっと使
って、合ってるか、おかしいか、相⼿に聞いて、知識、頭に⼊れるのも⼊れやすいと思い
ます。 

イ：授業で勉強したことを、ちょっと使ってみることもやってた？ 
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ア：はい、やりました。 
イ：どうだった、使ってみて？ 使い⽅あってましたか？ 
ア：場合によるかもしれませんが、合ってるときもありましたが、合ってないときもありま
した。合ってないときも、それが、このような使い⽅おかしいかっていうことも勉強で
きますので、照れずに使って、合ってるかどうか分からないですが⼀応使ってみて、そ
れが⼀番勉強になると思います。 

イ：合ってるか合ってないかっていうのは、相⼿になっている⽇本⼈の⼈は、今のおかしい
とか、⾔ってくれるんですか？ 

ア：⽇本⼈の⽅は優しいですから、私から⾔わないと、フィードバックしない⼈もいるかも
しれませんが、私は意識しながら、授業で学んだことを使って、相⼿にこの使い⽅おか
しいですか？ 他の使い⽅ありますか？ 他の⾔い⽅もありますか？ という、私から
質問したら⼤体、優しく答えてくれる⼈もいました。 

イ：⾃分が質問すれば、その質問に対しては答えてくれるんだ？ 
ア：そうです、私が、別にフィードバックされても、それはきつくならないですから、思わ

ずに、気楽に、むしろフィードバックしてほしいっていう気持ちを伝えて、相⼿がそう
直してくれる、をしてくれます。 

 
以上に⾒られるように、アン⾃⾝が信念を持って取り組んだ勉強法について語るとき、⽣き
⽣きと、場⾯の再現も交えて詳細に説明した。それは実に楽しそうな話しぶりであった。この
話しぶりはジョシュアにも⾒られた。この 2⼈の例のみから「エンゲージメント」の有無や強
弱について述べるのはいささか安直かもしれない。だが、少なくとも、個⼈の記憶の中では、
夢中になって⾃律的に取り組んだことが⽣き⽣きとしたエピソードとして残り、エンゲージメ
ントの度合いの低かった⽂化体験の記憶は陰の存在に沈むということは⾔える。 

今後、カリキュラム、授業、⽂化体験学習プログラムのデザインをする時、学習者／留学⽣
のエンゲージメントを引き出し、彼らが夢中になって活動できるような取り組みを考えていき
たいものである。 
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